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予算委員会報告

　
予
算
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年

度
勝
山
市
一
般
会
計
予
算
１
１
９

億
２
８
０
０
万
円
（
前
年
度
比
４
．

８
％
増
）
、
令
和
３
年
度
勝
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
、
陳
情
第
８
号

「
中
学
校
を
勝
山
高
校
敷
地
内
に

建
設
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
陳
情

書
」
の
審
査
を
行
い
、
予
算
は
い
ず

れ
も
可
決
し
、
陳
情
は
不
採
択
に

決
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
は
、
「
わ
い
わ
い 

わ
く
わ
く 

安
全
安
心
の
ま
ち 

か
つ

や
ま
」
の
実
現
を
目
指
し
て
２
つ
の

「
創
る
」
４
つ
の
「
守
る
」
の
も

と
、
市
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
よ
う
「
に
こ
に
こ

地
域
づ
く
り
基
金
」
の
創
設
な
ど
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
陳
情
８
号
に
つ
い
て
は
、
団
体

代
表
者
か
ら
陳
情
書
の
趣
旨
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
、
委
員
会
で
議
論

し
ま
し
た
。
理
事
者
か
ら
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
４
月
か

ら
開
催
予
定
の
専
門
部
会
で
し
っ

か
り
検
討
し
、
事
業
の
進
捗
に
つ

い
て
は
議
会
に
適
宜
説
明
し
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

中学校再編案と陳情について

新
年
度
当
初
予
算
を

審
査
し
ま
し
た

特
集

陳情を受けてから審査までの流れ
　市民団体から中学校再編に関する予算を
認めないとする陳情が市議会に提出された。
それを受けて、総務文教厚生委員会で議論を
交わし、団体代表者から趣旨説明を受けた
後、予算委員会でその陳情の審査を行った。
予算委員会でも議論を交わし、採決の結果、
陳情は不採択となった。
　

中学校再編案
　現在の市立中学校３校を１校に統合し、県立
勝山高校の敷地内に新中学校を建設すること
で、中高を連携させて相乗効果を狙う案。特別
教室（理科室や音楽室など）や体育館、グラ
ウンドを高校や周辺施設と共用する併設に
よる中高連携案。

市民団体からの陳情の趣旨
　勝山高校の敷地内に新中学校を建設、運営
する計画は、高校施設や学校周辺施設を共用
することが前提であることから、教育施設と
しての問題や多感な時期である生徒に与える
様々な問題、教職員が教育現場から想定され
る教育システムの問題など、多様な面からの
問題点が考えられる。そのため、中学校再編
案を推進する予算を認めないでほしい。

議論の概要と今後の動き
　議員のスタンスは、下記の２つに大別され
た。（下記表中の内容は大まかな意見）

① 陳情は不採択､予算は可決とする議員
　これまで進められ練られてきた再編案を
止めることで、これまでの議論が無駄になり
かねない。
　また、調査費が予算で認められれば、より
具体的な議論ができる。今後は、中高連携の
利点を活かし、想定される問題点は陳情意見
などを参考にして良いものにしてほしい。

② 陳情は採択､予算は否決とする議員
　市民や元教職員からの問題提起は、再編
案の基本にある中高連携の部分が根本で
ある。しかし、理事者は再編案の基本である
中高連携案は変えないとしているので、参考
にできないのではないか。
　また、福井県高等学校教職員組合から福井
県教育委員会に対し、勝山高校敷地に統合
中学校を建設する計画は合意形成もなく
一方的に進行している状況で、この計画を
容認したことは問題であると抗議している
ことも考慮すべきだ。

　両者の意見は平行線であり、採決の結果、予算委員会では①の議員が多数となった。これ
に対し、②の議員は陳情の採択を求めて本会議で討論したが、採決の結果、陳情は不採択、
予算は可決された。

２議会だより  かつやま ８３号（２０２２年４月）



地域が主体となってまちの活性化を目指
す事業のため、にこにこ地域づくり基金
（２億５，２５０万円）を人口割等によって
市内１０地区に配分する。なお、基金は令和
１３年度までの１０年間で使用することと
している。
委員：以前、地域力向上事業補助金が配

られたが使い方に困り、結局、内容も
ないまま各区に補助金を分けてしまっ
た地区もある。また同じようになって
しまわないか。

理事者：地域の文化継承など、有意義な使
い方をした例もある。前回は５年間で使
い方にもいろいろ縛りがあったが、今回
はある程度自由としている。

　保育料に関しては、現在、第３子以降ま
たは年収３６０万円未満相当世帯の第２子を
無料にするとしている。また、２人以上
同時入園の場合、２人目を半額、さらに３
～５歳児の副食費の免除では、世帯の第３
子以降または年収が３６０万円未満相当世
帯を無料にしている。
　さらに、令和４年９月から０～２歳児の
保育料に関して、世帯収入が６４０万円未
満の方の第２子の保育料無料化にするな
ど、子育て支援の充実に力を注いだ予算と
なっている。その他、保育所等のＩＣＴ化
や熱中対策、園舎施設整備等への支援に
対する予算も組まれ、これら子育て支援政
策は市議会も応援している。

地域を元気ハツラツとする基金が誕生！ 子育て支援の充実を図る

恐竜店舗改修事業補助金として９００万円
が計上された市の独自事業。お店を恐竜
と分かるインパクトのある外装にしたり、
恐竜をあしらった設備や備品を配置する
ことに対して助成する。新年度は３件の
申請を予定している。
　委員からは、改修内容をどこまで求めて
いるかが分かりづらく、要綱や事業内容を
かなり精査しなければならない。行政内
部、事業者と綿密に打ち合わせを行うべき
と示され、理事者からは今回の３件が今後
のモデルとなってもらえるよう取り組むと
の答弁があった。

　理事者から、勝山ニューホテルの民間譲
渡の話がまとまったとして、それに関する
予算説明があった。内容は主に次の３点。
①民間事業者に建物を無償譲渡し、市有地

を６，３００万円で売却する。
②市の都合で指定管理期間が短くなり、現

指定管理者に契約解約金７００万円を支
払う。

③ホテル改修に活用した国の補助金の返還
が生じる。（令和９年度までに２，９３０万
９，０００円以内）

　委員からは、今後の指定管理料や修繕料
を市が負担しなくてすむこととなるため、
賛同する意見が多く出た。
　理事者は、他の観光誘客施設の民間譲渡
も進めていきたいとしている。

見ても恐竜！入っても恐竜！ 勝山ニューホテルを民間に譲渡

３ 議会だより  かつやま ８３号（２０２２年４月）



 ◆ 勝山市税条例の一部改正について
　子育て世帯の経済的負担軽減の観点から、国・
県・市の公費によって、未就学児の均等割保険税
を軽減する旨の説明がありました。
　委員からは、子育て支援の一環としての事業と
して理解できるが、中学・高校生までも範囲を
伸ばせないかとの意見があり、理事者からは、
国や県に要望しているが、さらに粘り強くして
いきたい旨の回答がありました。

 ◆ まちづくり会館の設置及び管理に
 　 関する条例の制定について
　令和４年度より勝山地区全体の持続的な活性
化を目指すまちづくり活動の拠点施設として、８
地区のまちづくり会館の提案が提出されました。
特徴は利用制限の緩和（地域づくりにつながる
有償物販など）や生涯学習以外に福祉、防災、健
康など分野を問わず活動できるなどの趣旨説明
がありました。
　委員からは、地域内のことを自ら決定し、実行
する組織と言いながら、地域に任せっきりで丸投

　審査の結果、議案３８件について全て可決し、
陳情２件を不採択としました。

● 総務文教厚生委員会

常任委員会報告

勝山の玄関に恐竜⁉
　恐竜ランドマーク設置事業委託料として３０００万
円が計上された。市民の強い要望から、中部縦貫自動
車道勝山ＩＣの出入り口の山壁に恐竜のランドマーク
を設置する。
　委員からは、イメージ図がない状態では判断しかね
る、ホワイトザウルスのような立体でなければインパ
クトに欠けるのではないかなどの意見があがった。
　理事者からは、立体は来訪者から見て後ろが見え
ず考えていないが、プロポーザル方式で募集する
デザインにより判断すると述べ、恐竜王国の入り口に
相応しいものにする旨を話した。

恐竜ランドマークの設置予定箇所
（恐竜イラスト部分）

げの感がある。実質活動できるか不安等の意見が
あり、理事者からは、運営は市直営で今までどお
りで、人的サポートも行うので安心してほしいと
の回答がありました。

 ◆ 中学校を勝山高校敷地内に建設する
 　 ことに反対する陳情書について
　陳情書の趣旨が予算に関するもので付託先は
予算委員会ですが、これまで中学校再編につい
ては当委員会で議論してきたため、陳情の予備
審査という形で行いました。
　本定例会では、6人の議員から中学校再編につ
いて一般質問があり、いろいろな議論がありまし
たので、①県教育委員会からの本計画（案）に対
する意見についての回答、②全国における県立
高校・市町立中学校併設事例、③秋田市御所野
学院についての3点について説明を求めました。
　委員からは、県教委とのやり取りや併設・連携
の意味等の意見があり、理事者からは、書面回答
や説明会等でこれまでにも説明してきた本計画
（案）の併設、連携の意味の説明がありました。

４議会だより  かつやま ８３号（２０２２年４月）



 ◆ 令和４年度勝山市下水道事業
 　 特別会計予算
　理事者から、新規事業として下水道使用料の
コンビニ納付に対応したシステム改修費や法定
耐用年数を経過する下水管渠更新のための現状
調査業務委託料などが計上されているとの説明
がありました。
　委員からは、三谷川流域浸水対策事業の進捗
に関する質問や公共下水道施設の老朽化対策に
関する意見などがあり、理事者から現状につい
て説明を受けました。

 ◆ 水田活用の直接支払い交付金の
 　 見直しの中止を求める陳情について
　委員からは、国の減反政策に応えてきた農家
を助けるためにも、陳情内容に理解を示すべき
との意見もありましたが、他の委員から、それ
には転作に対する補助の拡充を求めていくべき
であり、5年間、一度も稲作を行わなかった水
田を「水田活用の直接支払い交付金」の支給対
象から外すことは理解できるとする意見が多く
あり、採決の結果、不採択とすることに決しま
した。

　審査の結果、議案２５件について全て可決し、
陳情1件を採択、１件を不採択としました。● 建設産業委員会

　議員定数については、議会自らが判断して決
定すべきものであることは議員全員の共通した
認識で、また前期の議会から定数の削減につい
ては改めて協議することが申し送り事項となっ
ていました。
　これを受けて、令和元年９月に本特別委員会
を設置し、これまで議員定数について慎重に協
議を続けてきました。
　当初は市民団体との対話から進めたいとして
いたところ、新型コロナウイルスの影響により
ほとんど実施できない状況の中、一部団体からの
意見も参考に協議を続けた結果、主たる意見は
下記の５案に集約されました。

　①２人削減する
　②２人程度削減すべきだが時期が適当でない
　③１人削減し、将来的にもう１人削減する
　④現状を維持する
　⑤増やす

　その後、今年２月の委員会において、賛成多数
で定数を削減することを決定し、削減人数につい
ては勝山市の財政や人口、県内他市や全国の類
似団体と人口が同規模自治体の定数、標準財政
規模の推移、全国における人口最小市の定数等
の数値などを複合的に考慮し、さらに現在の
社会情勢、想定される今後の勝山市の状況や市
民の意見なども加味するとともに、勝山市が県
内９市では最小の人口数であることも踏まえ、
さらに協議を進めました。
　そして、３月定例会における委員会において
委員の意見調整と集約をした結果、４分の３以
上の賛成を得て、勝山市議会議員の定数を次の
選挙から２人削減し、１４人とする結論となり
ました。
　今後は、議員定数を改正する条例案を令和４
年６月定例会に提出する予定です。

　勝山市議会議員の定数を次の選挙から２人削減
して１４人とすることとしました。● 議会改革特別委員会

常任委員会･特別委員会報告

かん きょ

５ 議会だより  かつやま ８３号（２０２２年４月）



　
　
水
上
市
政
が
誕
生
し
、
初
め

て
の
市
長
の
思
い
が
十
分
詰
ま
っ

た
新
年
度
予
算
編
成
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
市
の
最
上
位
の
計
画
で
あ
る

「
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
」
も

新
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
本
計

画
に
基
づ
い
て
予
算
要
求
が
な
さ

れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
当
初
予

算
編
成
方
針
と
重
点
事
項
を
伺
う
。

　
　
最
も
大
切
な
根
幹
の
政
策

は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
構
成
の
変
化
対
応
を
意
識
す

る
こ
と
と
考
え
る
。

　
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
と
の

関
係
で
は
、「
地
域
の
未
来
を
創

る
」
事
業
と
し
て
、
市
内
10
地
区

の
特
性
を
活
か
し
、
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
地
域
振
興
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
「
に
こ
に
こ
地
域
づ
く

り
基
金
」
の
創
設
、「
ま
ち
の
楽

し
さ
を
創
る
」
事
業
と
し
て
、
多

く
の
人
が
集
い
、
若
者
が
交
流
で

き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
い
つ
で

も
誰
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
応
援
事
業
、
ち
ょ
い

チ
ャ
レ
応
援
事
業
」
の
２
つ
が
最

重
点
事
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
市
内
の
中
心
と
言
え
ば
、
市

役
所
庁
舎
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
な
い
か

と
思
う
。
こ
の
一
帯
に
人
を
呼
び

込
む
べ
き
。
ま
ず
は
、
中
央
公
園

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
そ
し
て
庁

舎
、
市
民
会
館
、
教
育
会
館
、
ゆ

め
お
ー
れ
勝
山
、
図
書
館
を
一
体

的
に
再
開
発
で
き
な
い
も
の
か
。

　
若
手
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
斬
新
で
夢
の
あ
る
勝
山
像
を

描
い
て
ほ
し
い
。

　
　
中
央
公
園
を
市
民
の
た
め
の

公
園
、
特
に
市
内
の
子
ど
も
た
ち

が
わ
く
わ
く
す
る
楽
し
い
公
園
と

し
て
の
再
整
備
を
目
指
し
、
国
の

交
付
金
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
令

和
４
年
度
中
の
事
業
計
画
策
定
に

向
け
て
、
子
育
て
世
代
の
方
々
と

協
議
し
、
議
会
に
諮
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
市
民
会
館
な
ど
市
役
所

周
辺
施
設
は
、
令
和
４
年
度
当
初

予
算
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
公
共
施
設
の
最
適
化
）

業
務
委
託
費
を
計
上
し
、
市
役
所

周
辺
施
設
の
利
用
の
適
正
化
に
つ

い
て
検
討
し
、
基
本
計
画
を
作
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
若
手
職
員
の
意
見
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
市
民
が
集
い
、
賑
わ

い
の
あ
る
エ
リ
ア
を
目
指
し
た
い
。

　本特別委員会は、令和２年１２月に設置し、
これまで８回委員会を開催し、第６次勝山市総
合計画の策定に関する事項について理事者から
詳細な説明を受けて、議論、協議、提案を行って
きました。
　令和４年３月定例会において、議案として第６
次勝山市総合計画案が示され、本特別委員会に
おいて慎重に審査しました。
　委員からは、本計画策定後、勝山市市民憲章を
市民の皆様が身近に感じるよう活用していくこ
とへの希望や今後も勝山市の素晴らしい教育や
自然環境など、他に秀でた魅力やポテンシャル
を活かした政策を進め、それがＳＤＧｓの達成
にもつながっていけるよう、勝山らしさを基本
にしたまちづくりを期待する等の意見がありま
した。

　これに対して理事者からは、総合計画策定後
も市民意見交換会を行い、政策推進に関する市
民の意見を聴取し、議会にも進捗状況を報告し
ながら柔軟に進めていきたいとの答弁がありま
した。

　審査の結果、議案第８１号「第６次勝山市
総合計画の策定について」を可決しました。● 総合計画特別委員会

特別委員会報告

● 令和４年度当初予算案について
● まちなかの活性化について

その他の質問
・「まちづくり会館」について　・中学校再編について

代表質問  議:議員／理:理事者
竹
内
和
順
議
員

 

新
風
会
・
公
明

６議会だより  かつやま ８３号（２０２２年４月）



　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
将
来
に

わ
た
っ
て
高
齢
者
が
安
全
安
心
で

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め

に
、
今
後
10
年
、
20
年
先
、
地
域

の
公
共
交
通
体
系
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
の
か
。

　
　
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
で

は
、
政
策
目
標
を
「
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
が
維
持
さ
れ
た
住
み

や
す
い
ま
ち
」
と
し
て
定
め
、
鉄

道
、
路
線
バ
ス
を
効
率
的
に
接
続

し
、
市
内
外
の
人
が
移
動
し
や
す

い
地
域
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
運
転
免

許
自
主
返
納
を
推
進
し
交
通
事
故

の
抑
制
に
取
り
組
む
方
針
と
し
て

い
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、
令
和
４

年
度
に
希
望
地
区
を
募
り
、
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
の
実
証
実
験
を

行
う
と
と
も
に
、
現
在
策
定
中
の

「
勝
山
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

で
は
、
令
和
６
年
度
以
降
を
目
途

に
乗
車
希
望
場
所
か
ら
降
車
希
望

場
所
ま
で
を
直
接
つ
な
ぐ
デ
マ
ン

ド
交
通
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
中
学
校
の
統
合
、
高
校
と
の

併
設
は
賛
成
で
あ
る
が
、
体
育

館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
高
校
と
の

共
有
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
間
の
地
下

通
路
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
問
題
に

抵
抗
を
感
じ
る
と
市
民
は
言
う
。

　
今
後
、
早
急
に
検
討
し
、
説

明
・
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
共

用
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
使
用
例

も
示
し
な
が
ら
説
明
し
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
は
専
門
部

会
で
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
状
況

を
適
切
な
方
法
で
議
会
や
市
民
に

情
報
提
供
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
地
下
通
路
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
事
前
調
査
を

実
施
し
、
設
計
へ
向
け
た
整
備

方
針
等
を
考
え
て
い
く
。
照
明
は

極
力
明
る
く
し
、
内
面
の
美
観
を

考
慮
す
る
な
ど
生
徒
が
安
心
し

て
通
れ
る
構
造
や
仕
様
に
し
て

い
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
３
中
学
校

を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
課
題
で
、
発
着
場
を
ジ
オ
ア

リ
ー
ナ
に
す
る
提
案
を
し
た
い
。

今
後
、
通
学
に
必
要
と
な
る
地

域
や
保
護
者
等
の
意
見
を
十
分
に

聞
き
、
ま
た
専
門
部
会
で
も
協
議

し
な
が
ら
、
安
全
で
使
い
や
す
い

運
営
・
運
行
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

　
　
市
民
署
名
は
、
中
学
校
を
１

校
・
２
校
・
当
面
３
校
と
意
見
は

違
う
が
、「
勝
高
敷
地
に
建
設
は

最
悪
の
選
択
」
の
一
致
点
で
協
力

し
て
い
る
。

　
教
員
と
市
・
県
・
国
職
員
の
Ｏ

Ｂ
、
薬
剤
師
や
会
社
員
、
自
営
業

者
な
ど
幅
広
い
市
民
が
参
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
民
が
自
己
判
断

で
自
発
的
に
行
動
し
、
区
長
会
な

ど
の
団
体
に
頼
ら
ず
、
肩
書
も
使

わ
な
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
２
月
11
日
の
新
聞
に
署
名
用
紙

を
折
り
込
み
、
わ
ず
か
12
日
後
の

市
民
集
会
で
有
権
者
の
約
２
割
、

３
４
０
０
筆
も
集
ま
り
、
驚
く
勢

い
で
あ
る
。

　
こ
の
市
民
署
名
と
市
民
の
声

を
、
市
長
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
こ
れ
を
無
視
し
て
強
行

す
る
の
か
。

　
　
今
回
の
署
名
は
、
市
議
会
議

長
宛
て
の
陳
情
書
と
と
も
に
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
今
定
例
会
の
委

員
会
に
お
い
て
し
か
る
べ
く
審
査

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
梅
田
教
育
長
は
、
「
県
内
の

連
携
型
で
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

の
は
高
校
と
中
学
校
が
離
れ
て
い

る
か
ら
で
、
く
っ
つ
け
れ
ば
う
ま

く
い
く
。
」
と
説
明
す
る
が
、
秋

田
市
立
御
所
野
学
院
は
、
中
高
が

同
じ
敷
地
内
の
「
連
携
型
」
な
の

に
、
連
携
高
校
へ
の
進
学
が
激
減

し
、
検
討
委
員
会
が
「
中
高
連
携

の
中
止
、
高
校
の
廃
止
」
を
答
申

し
た
。
こ
の
事
実
を
ご
存
知
か
。

　
　
そ
の
事
実
は
承
知
し
て
い
な

い
。
そ
の
辺
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
検
討
、
研
究
し
た
い
。

　
こ
う
い
う
状
況
に
至
っ
た
経
緯

を
委
員
会
ま
で
に
調
査
し
、
そ
の

時
点
で
私
ど
も
の
考
え
方
を
申
し

上
げ
た
い
。

　
　
勝
山
市
の
計
画
が
こ
の
通
り

に
な
る
と
は
言
わ
な
い
が
、
こ
う

い
う
結
果
を
招
い
た
ら
子
供
た
ち

が
大
変
な
目
に
あ
う
。
内
部
で
簡

単
に
調
べ
て
見
解
を
示
し
て
済
ま

せ
る
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な
い
。

　
勝
山
高
校
に
く
っ
つ
け
る
こ
と

が
中
学
校
と
勝
山
高
校
の
た
め
に

良
い
の
か
、
専
門
家
も
入
れ
て
抜

本
的
な
検
討
が
必
要
だ
と
厳
し
く

指
摘
し
て
お
く
。

代表質問  議:議員／理:理事者

代表質問  議:議員／理:理事者

● 第６次勝山市総合計画について
● 中学校再編計画について

その他の質問
・新型コロナウイルス感染対策について　・行財政改革について
・新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金を活用した経済対策について

● 中学校を勝山高校の敷地内には建設しないことについて
その他の質問

・ロシアによるウクライナ侵略を断固糾弾し、核兵器による威嚇を許さないことに
ついて　・過疎地域や特別豪雪地帯などの制度を活用し、勝山市を持続的に発展さ
せる取組みについて　・勝山ニューホテルの譲渡のように、見直すべきは徹底的に
見直すことについて

近
藤
栄
紀
議
員

 

市
政
会

山
田
安
信
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 第８次勝山市老人福祉計画・介護保険事業
　計画について

● トラック業界等運送業者への燃料高騰による支援について
● 県の子ども・子育て支援策について

その他の質問
・福井県立大学恐竜学部勝山キャンパスについて　・小児（５歳～１１歳）の
コロナワクチン接種について　・令和４年勝山市成人式について

　
　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、

勝
山
市
の
高
齢
化
率
は
36.

９
％

で
、
国
や
県
内
の
自
治
体
と
比
較

し
て
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

率
は
17.

７
％
で
あ
り
、
高
齢
者

の
５
〜
６
人
の
う
ち
１
人
が
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
た
め
に
も
、
介
護
予
防
の

取
り
組
み
や
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
地
域
に
暮
ら
せ
る

体
制
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
現
在

の
整
備
状
況
並
び
に
介
護
人
材
の

確
保
に
つ
い
て

　
②
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な

る
こ
と
を
予
防
し
、
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
フ
レ
イ
ル
（
加

齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
る
状

態
）
予
防
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て

　
　
①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
第
８
次
勝
山
市
老
人
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
令
和
３
年
４
月
に
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
８
床
が
介
護
保
険
の

対
象
と
な
る
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
に
移
行
さ
れ
た
。
８
月
に

は
、い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

活
用
し
て
行
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
共
用
型
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
が
定
員
２
名
で
新
設
さ
れ
、

ま
た
勝
山
南
部
地
区
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
１
か
所
選
定
し
、
来
年

度
中
に
整
備
さ
れ
る
予
定
。

　
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
に
初
め
て
開
催
さ
れ

た
介
護
初
任
者
研
修
の
開
催
を
引

き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
と
と

も
に
、
特
定
技
能
外
国
人
の
受
け

入
れ
支
援
を
行
う
予
定
。

　
②
県
が
東
京
大
学
と
進
め
て
い

る※

ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
共
同
研

究
事
業
の
一
環
と
し
て
、
東
京
大

学
が
考
案
し
た
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
活
用
し
、
高
齢
者
自
身
が
自

分
の
フ
レ
イ
ル
状
態
を
把
握
し
、

自
発
的
に
健
康
づ
く
り
に
関
心
を

も
つ
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。

本
年
度
は
２
か
所
で
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
フ
レ
イ
ル

予
防
に
関
す
る
運
動
や
口
腔
、
栄

養
の
講
座
を
行
っ
た
。

来
年
度
、
健
康
長
寿
課
と
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
が
合
併
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
せ
る

分
野
が
、
こ
の
フ
レ
イ
ル
予
防
。

運
動
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
庁

内
全
体
で
考
え
て
い
く
。

　
　
現
下
の
燃
料
高
騰
は
、
普
段

か
ら
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
以
上

は
自
社
努
力
で
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　
政
府
の
経
済
対
策
で
は
、自
治
体

が
行
う
原
油
高
騰
対
策
に
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
の「
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
」

と
明
記
さ
れ
、
生
活
困
窮
者
の
灯

油
購
入
費
や
漁
業
者
の
燃
油
高
騰

分
の
助
成
な
ど
の
支
援
策
に
は
、

特
別
交
付
税
措
置
も
講
じ
て
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
対
策
を
後
押

し
す
る
と
あ
る
。

　
原
油
高
騰
の
影
響
を
受
け
や
す

い
ト
ラ
ッ
ク
業
会
等
の
運
送
業
者

の
経
営
安
定
策
を
市
と
し
て
講
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
原
油
価
格
の
高
騰
は
、
様
々

な
業
種
に
影
響
を
与
え
て
い
て
、

特
に
運
送
業
に
つ
い
て
は
影
響
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
３
月
10
日
か
ら
燃
料
油

元
売
り
へ
の
補
助
金
上
限
額
を
25

円
に
引
き
上
げ
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
こ
の
効
果
を
見
極
め
な
が

ら
、
商
工
会
議
所
と
協
力
し
て
実

態
把
握
に
努
め
、
具
体
的
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
県
は
２
０
２
２
年
度
当
初
予

算
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
政

策
を
強
化
し
、
前
年
度
の
20
億
円

か
ら
倍
増
の
40
億
円
に
ア
ッ
プ
し

た
。
勝
山
の
子
育
て
日
本
一
を
後

押
し
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
大
変

あ
り
が
た
い
。

　
勝
山
で
も
若
い
母
親
か
ら
要
望

の
多
か
っ
た
、
雨
や
雪
の
日
で
も

遊
べ
る
屋
内
遊
び
場
の
建
設
に
対

し
、
県
は
各
市
町
に
上
限
１
億
円

を
支
援
し
、
２
０
２
６
年
度
ま
で

に
全
17
市
町
に
整
備
し
た
い
考
え

で
あ
る
。

　
市
民
か
ら
で
き
れ
ば
早
く
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
多
い
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
屋
内
遊
び
場
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
内
中
心
部

へ
の
設
置
を
望
む
意
見
を
多
く
い

た
だ
い
て
き
た
。

　
現
時
点
で
は
、
実
施
時
期
や
場

所
な
ど
詳
細
は
未
定
だ
が
、
令
和

４
年
度
の
早
い
時
期
に
子
育
て
世

代
の
保
護
者
の
意
見
を
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
、
１
日
で
も
早
く
屋

内
の
遊
び
場
が
整
備
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

※ジェロントロジー：老年学

安
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 新型コロナウイルス感染症濃厚接触者に対する休業支援について
● 食品ロス対策のお持ち帰り専用容器について

その他の質問
・全天候型遊び場整備について　・リモートワーク者のためのサテライト
オフィスについて　・レジ袋を市の指定袋として作成することについて

● 中学校の再編問題について
● 中央公園の有効活用について

その他の質問
・勝山ニューホテルの譲渡について

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
、
市
内
で

も
小
・
中
学
校
で
増
え
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
感
染
で
保
護
者
が
濃

厚
接
触
者
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、

７
日
間
の
自
宅
待
機
が
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
ん
な
場
合
に
市
職
員
に

は
ど
ん
な
休
業
支
援
が
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
内
事
業
所
に
は
、
濃

厚
接
触
者
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

　
　
市
職
員
本
人
が
検
査
陽
性

者
、濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合
や

同
居
家
族
、
同
じ
職
場
の
職
員
等

が
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合
、

発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る

場
合
で
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
場
合
、
小
中
学
校
等
の

臨
時
休
業
等
で
子
の
世
話
を
行
う

た
め
に
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、特
別

休
暇
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

よ
り
、
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
周

知
し
て
い
く
。

　
　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
料
を
大

量
に
廃
棄
し
た
り
す
る
「
食
品
ロ

ス
」
の
削
減
は
、
ご
み
の
焼
却
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
普
段

か
ら
必
要
な
分
だ
け
買
っ
て
食
べ

き
る
こ
と
や
、
外
食
し
た
際
に
は

残
り
物
を
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
持
っ

て
帰
る
こ
と
も
効
果
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、「
お
持
ち
帰
り
専
用
容

器
」を
市
で
作
成
し
て
、
各
料
理
店

に
置
い
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
食
品
の
持
ち
帰
り
に
は
、
調

理
す
る
飲
食
店
側
で
持
ち
帰
り
可

能
な
食
品
を
指
定
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
明
確
な
基
準
が
な
く
、

個
々
の
飲
食
店
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
実
情
や
持
ち
帰
っ
た
食

品
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
た
場

合
の
責
任
な
ど
、
い
く
つ
か
課
題

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
面
は
利

用
者
と
飲
食
店
の
双
方
が
そ
れ
ら

の
点
を
理
解
し
た
う
え
で
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

飲
食
店
に
は
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
の

設
定
や
注
文
時
に
量
を
確
認
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
を
求
め
る
と
と

も
に
、
市
民
に
は
食
べ
き
れ
る
範

囲
で
の
注
文
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

　
　
３
つ
の
中
学
校
を
１
つ
に
統

合
し
、
勝
山
高
校
の
敷
地
内
に
新

し
く
建
設
す
る
。
当
初
の
計
画
の

５
階
建
て
か
ら
３
階
建
て
に
変
更

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
校
と
併

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
施

設
や
特
別
教
室
、
ま
た
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
併
用
な
ど
高
校
生

の
利
用
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

　
ま
た
、
地
下
通
路
の
建
設
な
ど

を
含
む
建
設
予
算
規
模
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

　
　
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
校
舎

本
体
と
渡
り
廊
下
や
駐
車
場
・
駐

輪
場
な
ど
の
整
備
も
あ
り
、
今
後

具
体
的
な
構
造
や
仕
様
な
ど
を
決

め
る
基
本
計
画
か
ら
基
本
設
計
の

段
階
で
概
算
を
お
示
し
す
る
こ
と

に
な
る
。
基
本
計
画
を
定
め
る
ま

で
の
過
程
に
お
い
て
、
市
議
会
と

も
十
分
に
ご
相
談
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
、
地
下
通
路
に
つ
い
て

も
、
来
年
度
に
事
前
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
後
、
設
計
作
業
に
入

る
。
そ
う
し
た
段
階
で
お
示
し
し

た
い
。

　
共
用
す
る
教
室
等
の
使
用
に
当

た
っ
て
は
、
中
高
相
互
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
調
整
す
る
こ
と
で
高

校
生
の
利
用
に
支
障
は
な
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
共
用
も
体
育
の
授
業
に
は

問
題
な
く
、
部
活
動
も
ジ
オ
ア

リ
ー
ナ
や
長
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
の
活
用
も
含
め
て
調
整
す
る
こ

と
で
、
高
校
生
へ
の
制
約
は
出
な

い
と
考
え
る
。

　
　
教
育
会
館
お
よ
び
市
民
会
館

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
も
の
な
ど

数
多
く
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い

て
、
勝
山
市
の
活
性
化
に
も
な

り
、
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
駐
車
場
が
な
い
と
市
民
か
ら

よ
く
苦
情
を
聞
く
。

　
そ
こ
で
、
中
央
公
園
の
一
部
を

駐
車
場
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
教
育
会
館
や
市
民
会
館
で
の

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
が
行
わ
れ
る

際
に
、
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る

課
題
は
認
識
し
て
お
り
、
対
応
で

き
る
施
設
整
備
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　
公
園
全
体
の
再
整
備
に
は
、
整

備
事
業
費
も
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
国
の
交
付
金
活
用
を
視
野
に

入
れ
、
令
和
４
年
度
中
の
事
業
計

画
策
定
に
向
け
て
子
育
て
世
代
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
議
会
に
諮
っ

て
進
め
て
い
く
。

高
間
清
一
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 新中学校編成案の独自の体育館とグラウンドの
　設置について

● 学生に魅力ある街づくりについて
● サテライトオフィス誘致について

　
　
新
中
学
校
が
勝
山
市
内
で
の

唯
一
の
中
学
校
と
し
て
、
新
中
学

校
の
教
育
環
境
、
教
員
の
職
場
環

境
が
優
先
事
項
で
あ
り
、
独
自
の

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

　
①
地
下
通
路
は
施
設
設
備
設
計

の
中
の
安
全
性
、
機
能
性
、
快
適

性
、
耐
用
性
、
長
期
的
活
用
、
防

犯
責
任
者
、
さ
ら
に
移
動
時
間
、

障
害
の
あ
る
生
徒
の
利
用
等
に
つ

い
て

　
②
体
育
館
の
共
用
に
よ
る
器
具

等
備
品
、
管
理
者
、
管
理
場
所
に

つ
い
て

　
③
部
活
動
を
充
実
す
る
活
動
場

所
が
高
校
と
の
併
用
で
あ
る
こ
と

や
移
動
や
交
代
で
使
う
こ
と
に
つ

い
て

　
④
勝
山
高
校
の
入
学
者
増
、
で

き
な
か
っ
た
授
業
補
充
に
対
す
る

教
育
課
程
の
編
成
に
つ
い
て

　
　
①
地
下
通
路
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
に
事
前
調
査
を
実
施

し
、
今
後
、
専
門
的
見
地
か
ら
安

全
性
、
機
能
性
、
快
適
性
、
耐
久

性
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

勝
山
市
が
設
置
す
る
の
で
管
理
責

任
者
は
市
に
な
る
と
思
う
。
議
会

の
意
見
も
お
聞
き
し
、
長
く
安
心

し
て
利
用
で
き
る
地
下
通
路
の
整

備
に
努
め
た
い
。

　
②
備
品
は
中
高
別
々
の
物
や
共

用
す
る
物
も
あ
り
、
管
理
方
法
に

つ
い
て
は
、
今
後
双
方
で
協
議
し

て
い
く
。
管
理
場
所
に
つ
い
て
は

中
高
で
十
分
話
し
合
い
、
で
き
る

だ
け
使
い
や
す
い
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

　
③
現
在
も
中
学
校
や
高
校
で

は
、
雨
天
の
日
は
外
の
部
活
動
が

で
き
ず
、
校
舎
内
の
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
し
て
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫

し
て
活
動
し
て
い
る
。
冬
季
に
な

る
と
部
活
動
全
体
で
体
育
館
の
割

り
当
て
を
考
え
、
外
の
部
活
動
も

体
育
館
で
練
習
が
で
き
る
日
を
設

け
る
な
ど
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に

双
方
で
話
し
合
い
を
し
、
ジ
オ
ア

リ
ー
ナ
な
ど
も
含
め
て
十
分
活
動

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
④
勝
山
高
校
の
体
育
館
は
、
１

０
０
０
人
近
く
の
生
徒
が
在
籍
し

て
い
た
と
き
の
広
さ
と
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
今
後
人
数
が
増
え
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
と
考

え
る
。

　
体
育
の
授
業
で
は
、
中
学
校
は

３
ク
ラ
ス
を
同
時
に
行
う
よ
う
に

組
む
こ
と
で
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
を

使
う
必
要
は
な
く
な
る
。

　
学
校
行
事
等
で
体
育
館
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
日

時
の
調
整
に
よ
り
、
中
学
校
全
体

の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
い
き

た
い
。

　
　
勝
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
す

る
学
生
向
け
の
住
居
を
早
急
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、
空
き
家
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
り
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
鹿
谷

を
利
用
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
民
間
ア
パ
ー
ト
の
誘
致
促
進

や
空
き
家
等
の
改
修
・
整
備
な

ど
、
市
内
の
住
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
大
学
の
開
設
時
期
を
念
頭
に

進
め
て
い
く
。
市
内
の
ア
パ
ー
ト

や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
を
借
り
る
際

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
空
き
家
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

う
え
で
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
各
地
で
実
績
が
あ
り
、
市

内
に
多
数
あ
る
空
き
家
を
改
修
し

て
学
生
向
き
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

改
修
す
る
た
め
の
助
成
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
雇
用
促
進
住
宅
時
代
か
ら
ビ

レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
鹿
谷
の
４
、
５
階

部
分
は
、
年
配
の
方
に
は
不
評

で
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
改
修
し

な
が
ら
供
給
し
て
い
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
の
で
、
運
営
会
社
に

確
認
し
た
い
。
会
社
側
と
の
情
報

共
有
に
よ
り
、
民
間
主
導
で
の
対

応
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
恐
竜
と
の
親
和
性
が
強
い
Ｃ

Ｇ
制
作
会
社
や
ア
ニ
メ
制
作
会
社

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
を

積
極
的
に
推
進
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ
の

有
効
活
用
は
、
空
き
家
問
題
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
、
働
き
方

改
革
の
推
進
に
大
変
有
効
な
活
用

施
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

に
対
す
る
補
助
制
度
だ
け
で
は
誘

致
は
難
し
い
と
認
識
し
て
お
り
、

議
員
ご
提
案
の
恐
竜
に
関
連
す
る

業
種
な
ど
、
勝
山
市
な
ら
で
は
の

業
種
や
規
模
な
ど
狙
い
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、
企
業
の
目
に
留
ま

る
よ
う
な
話
題
に
な
る
施
策
を
打

ち
出
し
、
攻
め
の
姿
勢
で
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

冨
士
根
信
子
議
員
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①
今
回
実
施
す
る
組
織
機
構

改
革
は
、
過
去
に
例
の
な
い
大
規

模
な
見
直
し
が
さ
れ
、
現
在
の
18

課
５
局
１
本
部
か
ら
12
課
５
局
１

本
部
に
再
編
し
、
課
の
統
合
図
る

と
の
こ
と
。
こ
の
た
び
の
機
構
改

革
は
、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
の
か
。

　
②
新
規
採
用
職
員
や
若
手
職
員

が
そ
の
職
場
に
な
じ
ん
で
い
け
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
る
制
度
で
あ

る
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
①
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会

部
局
を
横
断
し
た
行
政
組
織
機
構

の
改
編
に
よ
り
、
生
涯
学
習
と
地

域
づ
く
り
、
文
化
活
動
と
市
民
活

動
、
文
化
財
の
観
光
活
用
な
ど
を

市
長
部
局
内
で
一
本
化
す
る
こ
と

で
、
シ
ン
プ
ル
で
効
率
的
な
組
織

体
制
へ
移
行
し
、
事
業
実
施
や
意

思
決
定
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
②
現
在
は
、
新
採
用
職
員
の
育

成
の
た
め
に
同
じ
職
場
の
中
堅
職

員
を
１
名
、
育
成
指
導
者
と
し
て

選
出
し
、
市
職
員
と
し
て
の
基
礎

知
識
を
学
ば
せ
て
い
る
が
、

チ
ュ
ー
タ
ー
と
銘
打
っ
て
心
の
支

え
と
し
て
常
に
頼
る
こ
と
の
で
き

る
育
成
指
導
者
を
配
置
し
、
普
段

か
ら
気
軽
に
質
問
や
相
談
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

　
　
①
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
よ
く

し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
ジ
オ

パ
ー
ク
に
込
め
て
各
遺
産
の
魅
力

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

持
続
可
能
な
地
域
の
発
展
に
つ
な

が
る
活
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　
今
後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
②
地
域
づ
く
り
と
ジ
オ
パ
ー
ク

を
進
め
る
た
め
に
新
た
な
施
策
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
助
成
事
業
を

充
実
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
ど
の
よ
う
な
助
成
事
業
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
①
市
内
小
中
学
校
や
市
民
へ

の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
の
取
り
組
み

を
、高
校
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
商
工
文
化
課
と
し
て
日

本
遺
産
や
文
化
財
の
保
護
・
保
全

事
業
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
観

光
誘
客
事
業
と
を
一
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
②
従
前
か
ら
の
恐
竜
渓
谷
ふ
く

い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
魅
力
活
用
事

業
の
他
に
、
新
た
に
創
設
す
る「
に

こ
に
こ
地
域
づ
く
り
基
金
」や
「
わ

く
わ
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
応
援
事
業
」
、「
ち
ょ

い
チ
ャ
レ
応
援
事
業
」
を
活
用
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
勝
山
市
営
住
宅
に
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
が
何
棟

か
あ
り
、
市
営
住
宅
１
棟
に
は
３

か
所
の
階
段
が
あ
る
。
そ
の
う
ち

１
か
所
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
て
高
齢
者
や
障
害
者
を
優
先
的

に
入
居
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
設
置
方
法
に
も
よ
る
が
、
１

か
所
あ
た
り
数
千
万
円
か
か
る
と

思
う
。

　
　
階
段
室
型
市
営
住
宅
１
棟
の

３
か
所
の
階
段
の
う
ち
１
か
所
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
と
、

１
か
所
あ
た
り
４
０
０
０
〜
５
０

０
０
万
円
の
事
業
費
を
想
定
す

る
。
後
付
け
設
置
に
は
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
、
設
置
し
た
こ
と
に
よ
る

家
賃
へ
の
反
映
、
電
気
代
の
入
居

者
の
負
担
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
る
。

　
１
階
部
へ
の
高
齢
者
の
単
身
世

帯
の
入
居
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か

ら
、
今
後
の
市
営
住
宅
の
整
備
方

針
は
、
多
人
数
世
帯
を
見
込
ん
で

計
画
し
た
３
Ｄ
Ｋ
を
分
割
し
て
１

Ｄ
Ｋ
の
住
戸
を
２
戸
と
し
、
１
階

の
入
居
者
数
を
増
や
す
こ
と
で
、

高
齢
者
世
帯
に
対
応
し
た
居
住
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
営
住
宅
に
申
し
込
ま

れ
る
方
の
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
以
上

で
、
高
齢
者
の
優
先
的
入
居
の
判

断
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
　
福
井
県
は
、
今
年
２
月
10
日

に
２
０
２
５
年
４
月
に
県
立
大
学

恐
竜
学
部
（
仮
称
）
を
県
立
恐
竜

博
物
館
の
隣
接
地
に
学
部
棟
を

整
備
す
る
と
発
表
し
た
。
入
学
定

員
は
30
人
を
予
定
し
、
２
年
生
の

２
０
２
６
年
か
ら
勝
山
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
受
講
と
し
て
い
る
の
で
、

２
０
２
８
年
度
に
学
生
数
は
90
名

と
な
り
、
勝
山
に
住
ん
で
く
れ
る

学
生
も
多
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　
ま
た
、
県
は
就
職
先
と
し
て
、

「
政
策
立
案・教
育・研
究
分
野
」

「
デ
ジ
タ
ル
関
連
分
野
」「
観
光

関
連
分
野
」「
地
質
関
連
分
野
」の

４
分
野
を
想
定
し
て
い
る
。

　
勝
山
市
の
県
立
大
学
恐
竜
学
部

（
仮
称
）
の
受
け
入
れ
態
勢
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
令
和
４
年
度
中
に
学
生
受
け

入
れ
の
た
め
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
の
環
境
整
備
の
方
向
性
を

固
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
県
立
大
学
恐
竜
学
部
卒

業
生
の
就
職
先
と
し
て
想
定
し
て

い
る
業
種
の
中
に
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
や
自
然
関
連
の
観
光
事
業
な

ど
、
勝
山
市
の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
用

が
期
待
で
き
る
分
野
が
含
ま
れ
て

い
る
。
既
存
の
観
光
事
業
者
と
の

連
携
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 組織改革について
● まちづくりについて

その他の質問
・文化財保存活用地域計画について　・障害者雇用環境について

● 市営住宅のエレベーター設置について
● 県立大学新学部開設に伴う勝山市の対応について

その他の質問
・航空写真の活用状況について

吉
田
清
隆
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 勝山市の市民性について
 

その他の質問
・ゼロカーボンシティー実現に向けて

● ロシアのウクライナ侵攻について
● 中学校再編計画案について

その他の質問
・勝山市キッチンカー導入支援事業について
・新型コロナウイルスの陽性者の療養について

　
　
私
が
勝
山
市
で
こ
れ
ま
で
20

年
以
上
活
動
し
て
い
る
中
で
見
え

て
き
て
い
る
勝
山
市
の
市
民
性
に

つ
い
て
、
日
本
各
地
で
も
問
題
と

さ
れ
て
い
る
「
次
世
代
軽
視
」
が

特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
傍
目
か
ら
見

て
悪
い
と
い
う
現
状
が
い
ま
だ
に

あ
る
中
、
昨
年
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
報
告
会
で
次
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
。

　
隊
員
た
ち
が
行
う
新
し
く
時
代

に
合
っ
た
取
り
組
み
に
対
し
て
調

べ
も
把
握
も
せ
ず
、
自
分
の
知
ら

な
い
こ
と
だ
か
ら
と
い
う
理
由
な

だ
け
で「
下
ら
ん
こ
と
や
め
ろ
。

ま
ち
の
金
使
っ
て
何
遊
ん
で
る
ん

や
。」
と
い
っ
た
書
き
込
み
を
し

て
く
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
が

発
表
さ
れ
た
。

　
正
式
な
手
順
を
踏
ん
だ
上
で

行
っ
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
と
し

て
は
、
士
気
の
大
い
に
下
が
る
行

為
だ
。
私
も
街
の
イ
ベ
ン
タ
ー
と

し
て
同
様
の
経
験
を
し
て
い
る

が
、
人
の
多
く
集
ま
っ
た
公
の
場

で
あ
る
報
告
会
で
、
隊
員
か
ら

「
や
め
て
く
れ
。」
と
訴
え
ざ
る

を
得
な
い
程
、
街
に
そ
う
い
っ
た

反
応
を
し
て
く
る
人
が
い
る
こ
と

を
証
明
し
た
出
来
事
だ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
１
年
が
経
ち
、
恐
竜

学
部
設
置
、Park-PFI

に
よ
る

ホ
テ
ル
誘
致
が
あ
り
、
外
部
か
ら

勝
山
市
に
来
ら
れ
る
方
、
住
ま
わ

れ
る
方
が
今
後
増
え
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
た
今
、
こ
の
「
閉
鎖
的
な

市
民
性
」
か
ら
来
る
各
種
問
題
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ

て
い
く
の
か
尋
ね
る
。

　
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
第
６
次
勝
山
市
総
合

計
画
で
は
、
年
齢
や
性
別
等
に
と

ら
わ
れ
な
い
多
く
の
人
が
関
わ
る

こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、「
地
域
の
未
来

を
創
る
」「
ま
ち
の
楽
し
さ
を
創

る
」の
２
つ
の「
創
る
」を
政
策
の

柱
の
１
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
本
計
画
で
推
進
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
を
広
く
市
民
に
浸
透

す
る
こ
と
で
、
全
て
の
人
が
お
互

い
を
尊
重
し
、
支
え
合
い
な
が
ら

地
域
で
活
躍
で
き
る
ひ
と
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス
に
、
市
民

の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
人
が
心
を

痛
め
て
い
る
。
戦
争
で
傷
つ
く
の

は
、
そ
の
国
で
平
和
に
暮
ら
し
て

し
て
い
た
市
民
や
国
民
で
あ
る
。

こ
の
不
条
理
に
対
し
、
国
や
文
化

の
違
い
を
超
え
て
、
人
間
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
何
が
で
き
る

か
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
平
成
２
年
９
月
議
会
で
は
、
全

て
の
国
の
核
兵
器
の
廃
絶
を
求

め
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
実
現
す

る
た
め
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
を

決
議
し
た
。
世
界
に
発
信
し
た
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
平

和
な
世
界
が
行
政
の
前
提
な
ら
、

国
連
主
導
の
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
加
盟
を
国
に
提
唱
す
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
は
ず
。

　
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
は
、
国
会
の
衆
参
両
院
に
お

い
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決
議
案
が
採

択
さ
れ
、
こ
の
決
議
で
は
「
軍
に

よ
る
侵
略
を
最
も
強
い
言
葉
で
非

難
す
る
」
と
表
明
し
、
「
力
に
よ

る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
断
じ
て

認
め
ら
れ
な
い
」
と
強
調
し
て
い

る
。
多
く
の
民
間
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
今
回
の
ロ
シ
ア
の
行
動

は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
る
。

　
　
署
名
な
ど
市
民
運
動
に
な
り

つ
つ
あ
る
中
学
校
再
編
計
画
の
根

本
的
な
問
題
点
と
し
て
、
計
画
の

情
報
を
広
く
市
民
に
公
開
し
、
市

民
の
声
を
拾
わ
な
か
っ
た
点
に
尽

き
る
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
中
学
校
再

編
・
勝
高
併
設
の
計
画
は
、
現
在

で
も
市
民
は
十
分
に
理
解
し
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
取
ら
れ
て
い
る
と

の
認
識
か
。

　
ま
た
、
な
ぜ
再
編
計
画
に
関

し
、
市
民
へ
の
情
報
の
開
示
、
市

民
か
ら
の
声
を
聴
く
道
具
と
し
て

市
の
広
報
な
ど
の
紙
ベ
ー
ス
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
し
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
市
民
の
関
心
の
度
合
も
異
な

り
、
隈
な
く
浸
透
し
て
十
分
な
理

解
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ

る
が
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て

き
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
も
含
め
、
意
見
聴
取
に
も
手

紙
や
ハ
ガ
キ
で
も
可
能
と
の
お
知

ら
せ
を
常
に
事
前
に
行
い
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

松
本
聖
司
郎
議
員
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久
保
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治
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 行政の電子化の推進について
 

その他の質問
・消防機材の更新について　・ＰＨＥＶ車の導入に関して

● 新型コロナ対応についての確認と指摘

　
　
新
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ

た
、
住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、

遠
隔
会
議
用
ラ
イ
セ
ン
ス
料
、
シ

ス
テ
ム
構
築
費
な
ど
の
申
請
、
交

付
、
リ
モ
ー
ト
、
シ
ス
テ
ム
構
築

等
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ

推
進
施
策
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
現
行
の
電
子
申
請
は
、
申
請

と
は
別
途
、
手
数
料
の
支
払
い
手

続
き
が
必
要
に
な
る
な
ど
課
題
が

あ
り
、
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
令
和
４
年
度
末
に
福
井

県
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
更
改

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
更
改

時
に
決
済
機
能
も
用
意
さ
れ
る
見

込
み
で
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い

内
容
に
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
、

子
育
て
・
介
護
に
か
か
る
手
続
き

を
大
幅
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
２
月
20
日
現

在
、
当
市
の
普
及
率
は
51.

31
％

で
、
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
住
民

票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
市
役
所

窓
口
で
の
書
か
な
い
申
請
や
電
子

申
請
で
の
本
人
確
認
な
ど
、
今

後
、
そ
の
利
便
性
は
向
上
し
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
取

得
率
の
低
い
世
代
に
対
し
て
も
積

極
的
な
普
及
促
進
を
進
め
、
有
効

期
限
や
更
新
手
続
き
な
ど
の
周
知

徹
底
も
図
っ
て
い
く
。

　Z
o

o
m

等
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
有
償
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得

し
、
さ
ら
な
る
利
便
性
と
能
率
を

高
め
て
い
く
。
各
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
会
館
等
と
つ
な
ぎ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
相
談
体
制
の
構
築
な
ど

に
活
用
し
て
い
く
。

　
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
に
予
定
の
学
校
へ
の
フ
ァ

イ
ル
サ
ー
バ
ー
導
入
は
、
従
来
方

式
の
市
役
所
本
庁
舎
内
に
サ
ー

バ
ー
を
設
置
す
る
。
そ
れ
に
よ
り

運
用
面
で
の
教
職
員
の
負
担
軽
減

と
新
た
に
ク
ラ
ウ
ド
方
式
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
行
わ
な
い
こ
と

に
よ
る
経
費
削
減
が
図
ら
れ
る
。

し
か
し
、
総
務
省
が
進
め
る
地
方

公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
は
、
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
利
用

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
次
の
シ

ス
テ
ム
更
新
で
は
、
市
全
体
の
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
考

え
て
い
く
。

　
ま
た
、
今
冬
は
市
内
の
消
雪
設

備
を
中
心
に
24
台
の
道
路
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
消
雪
設
備
の
常

時
監
視
す
る
遠
方
監
視
装
置
シ
ス

テ
ム
と
併
せ
て
運
用
し
て
い
る
。

こ
の
監
視
カ
メ
ラ
を
既
設
の
３
台

の
水
路
監
視
カ
メ
ラ
と
併
せ
て
水

位
監
視
カ
メ
ラ
と
し
て
運
用
し
、

そ
の
映
像
を
公
開
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
水
害
被
害
の
未
然
防

止
に
つ
な
げ
る
。

　
　
５
〜
11
歳
に
お
け
る
２
回
接

種
後
７
日
以
降
の
発
症
予
防
効
果

は
90.

７
％
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
先
進
事
例
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
保
健
局
の
資
料

で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
13
日

時
点
で
有
効
率
は
65
％
、
34
日
時

点
で
は
12
％
に
ま
で
有
効
率
が
低

下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
先
進

事
例
を
周
知
す
べ
き
だ
。※

Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
①

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
に
関
し
て
は
、
国
や
県
な
ど

公
的
機
関
に
よ
る
信
憑
性
の
あ
る

情
報
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

く
市
民
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
議
員
が
提
示
さ
れ

た
資
料
に
つ
い
て
は
、
専
門
機
関

で
十
分
精
査
さ
れ
た
情
報
で
あ
る

か
は
確
認
で
き
な
い
。
今
後
、
厚

生
労
働
省
か
ら
正
式
に
公
表
さ
れ

た
場
合
に
は
、
市
民
に
周
知
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
。

　
　
ま
た
、
行
政
が
配
布
し
て
い

る
接
種
後
の
副
反
応
を
ま
と
め
た

資
料
で
は
、
頭
痛
、
腫
れ
、
筋
肉

痛
、
寒
気
、
下
痢
、
発
熱
な
ど
の

比
較
的
軽
い
症
状
し
か
記
載
し
て

お
ら
ず
、
日
常
生
活
に
支
障
、
学

校
に
登
校
で
き
な
い
等
の
重
い
症

状
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
や
り
方
を
続
け
れ
ば
信
頼

を
失
う
。
誠
実
な
情
報
提
供
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。※

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
②

　
　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
は
、
〝
コ
ミ

ナ
テ
ィ
筋
注
５
〜
11
歳
用
に
係
る

医
薬
品
リ
ス
ク
管
理
計
画
書
〞
の

中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
済
み
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹

患
し
た
際
に
重
症
化
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
案
内
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
の

か
。※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
③

　
　
勝
山
市
が
送
付
し
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
案
内
に
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
う
し
た
情
報
は

製
薬
会
社
が
作
成
し
た
医
療
従

事
者
向
け
資
料
に
は
記
載
さ
れ
て

い
る
。

ＱＲコード①：ニューヨーク州保健局 ワクチン有効率（ＶＥ）は９Ｐのグラフ参照
ＱＲコード②：ＣＤＣ(アメリカ疾病予防管理センター)ファイザー製ワクチン接種後に報告された小児の

副反応(ページ下部TABLE3(表3))
ＱＲコード③：ファイザー社コミナティ筋注５～11歳用に係る医薬品リスク管理計画書８Ｐ、９Ｐを参照

ＱＲコード①ＱＲコード②ＱＲコード③

中
山
光
平
議
員

 

市
民
の
会

帰
山
寿
憲
議
員

 

市
政
会
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1月臨時会審議結果一覧

定例会審議結果一覧

■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

議案番号
議 案 第 6 3 号

★
議 案 第 6 4 号
議 案 第 6 5 号
議 案 第 6 6 号
議 案 第 6 7 号
議 案 第 6 8 号
議 案 第 6 9 号
議 案 第 7 0 号
議 案 第 7 1 号
議 案 第 7 2 号
議 案 第 7 3 号
議 案 第 7 4 号
議 案 第 7 5 号
議 案 第 7 6 号
議 案 第 7 7 号
議 案 第 7 8 号
議 案 第 7 9 号
議 案 第 8 0 号
議 案 第 8 1 号
議 案 第 8 2 号
議 案 第 8 3 号
議 案 第 8 4 号
議 案 第 8 5 号
議 案 第 8 6 号
議 案 第 8 7 号
議 案 第 8 8 号
議 案 第 8 9 号
議 案 第 9 0 号
議 案 第 9 1 号
議 案 第 9 2 号
議 案 第 9 3 号
議 案 第 9 4 号
議 案 第 9 5 号
議 案 第 9 6 号
議 案 第 9 7 号
議 案 第 9 8 号
議 案 第 9 9 号
議案第100号
議案第101号
議案第102号
議案第103号
議案第104号
議案第105号
議案第106号
議案第107号
議案第108号

付託委員会
予 算

－
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
予 算
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
総合計画特別
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生

議決結果
可 決
否 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決

議　　　　案　　　　名
令和４年度　勝山市一般会計予算
議案第63号　令和4年度勝山市一般会計予算　修正案
令和４年度　勝山市国民健康保険特別会計予算
令和４年度　勝山市後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度　勝山市介護保険特別会計予算
令和４年度　勝山市育英資金特別会計予算
令和４年度　勝山市下水道事業特別会計予算
令和４年度　勝山市農業集落排水事業特別会計予算
令和４年度　勝山市水道事業会計予算
令和４年度　勝山市市有林造成事業特別会計予算
令和３年度　勝山市一般会計補正予算（第７号）
令和３年度　勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和３年度　勝山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和３年度　勝山市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和３年度　勝山市育英資金特別会計補正予算（第１号）
令和３年度　勝山市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和３年度　勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
令和３年度　勝山市水道事業会計補正予算（第３号）
令和３年度　勝山市市有林造成事業特別会計補正予算（第２号）
第６次勝山市総合計画の策定について 
勝山市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
勝山市職員の給与に関する条例の一部改正について
勝山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
勝山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
勝山市附属機関の設置に関する条例の一部改正について
勝山まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
猪野瀬まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
平泉寺まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
村岡まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
荒土まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
北郷まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
鹿谷まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
遅羽まちづくり会館の設置及び管理に関する条例の制定について
にこにこ地域づくり基金条例の制定について
勝山市税条例の一部改正について
第４次勝山市地域福祉計画の策定について
勝山市ホームヘルパー派遣手数料条例の廃止について
勝山市福祉健康センター「すこやか」の設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について
勝山市育英基金条例の一部改正について
勝山市教育会館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
損害賠償の和解について
勝山市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市民会館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市生涯学習センター「友楽喜」の設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市視聴覚ライブラリー設置条例の一部改正について
白山平泉寺歴史探遊館まほろばの設置及び管理に関する条例 の一部改正について

議案番号
議案第６２号

付託委員会
予 算

議決結果
可 決

議　　　　案　　　　名
令和３年度勝山市一般会計補正予算（第６号）

１４議会だより  かつやま ８３号（２０２２年４月）



◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

受理番号
陳 情 第 6 号

陳 情 第 7 号

陳 情 第 8 号
陳 情 第 9 号
陳 情 第 1 0 号

付託委員会
建 設 産 業

総務文教厚生

予 算
建 設 産 業
総務文教厚生

議決結果
採 択

不 採 択

不 採 択
不 採 択
不 採 択

要　　　　　　　　旨
シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出について

北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急「サンダーバード」「しらさぎ」をＪＲ
西日本・ＪＲ東海の運営・運行で現行のまま存続させることを求める陳情

中学校を勝山高校敷地内に建設することに反対する陳情書
「水田活用の直接支払い交付金」の見直しの中止を求める陳情
インボイス（適格請求書）制度の中止を求める陳情

乾

　章
俊

山
田
安
信

帰
山
寿
憲

松
山
信
裕

丸
山
忠
男

下
道
惠
子

近
藤
栄
紀

下
牧
一
郎

吉
田
清
隆

竹
内
和
順

久
保
幸
治

高
間
清
一

冨
士
根
信
子

安
岡
孝
一

中
山
光
平

松
本
聖
司
郎

反
対
票

賛
成
票

総
投
票
数

議　 案　 番　 号

陳 情 第 8 号
議 案 第 6 3 号 修 正 案
議 案 第 6 3 号
議 案 第 6 4 号
議 案 第 8 2 号
議 案 第 8 3 号
議 案 第 8 4 号
議 案 第 9 5 号
議 案 第 1 2 8 号
陳 情 第 7 号
陳 情 第 1 0 号
陳 情 第 9 号

投票数

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15

5
5
10
13
12
12
12
13
12
4
3
3

10
10
5
2
3
3
3
2
3
11
12
12

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

○
○
×
○
×
×
×
○
○
○
○
○

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

○
○
×
○
○
○
○
○
×
○
×
×

○
○
×
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

○
○
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○

○
○
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）

議案番号
議案第109号
議案第110号
議案第111号
議案第112号
議案第113号
議案第114号
議案第115号
議案第116号
議案第117号
議案第118号
議案第119号
議案第120号
議案第121号
議案第122号
議案第123号
議案第124号
議案第125号
議案第126号
議案第127号
議案第128号
議案第129号
★議案第130号
★意見書案第6号
★意見書案第7号
★決議案第1号

付託委員会
総務文教厚生
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
総務文教厚生
建 設 産 業
総務文教厚生

－
－
－
－
－

議決結果
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
同 意
可 決
可 決
可 決
可 決

議　　　　案　　　　名
北郷の庄屋屋敷  重要文化財旧木下家住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市地区計画等の案の作成手続に関する条例の制定について
勝山市土地開発基金条例の一部改正について
債権の放棄について
損害賠償の額を定めることについて
勝山市水道水源保護条例の一部改正について
勝山市滞在型コンベンション施設「勝山ニューホテル」の設置及び管理に関する条例の廃止について
財産の処分について 
解約金の額を定めることについて 
勝山市企業振興条例の一部改正について
勝山市道の駅「恐竜渓谷かつやま」の設置及び管理に関する条例の一部改正について 
はたや記念館「ゆめおーれ勝山」の設置及び管理に関する条例の一部改正について 
恐竜のまち構想基金条例の廃止について 
勝山市原山地域振興基金条例の廃止について
勝山市市民交流センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市立北谷町コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市立野向町コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について
損害賠償の額を定めることについて
大蓮寺バイパス幹線整備工事請負契約の変更について
勝山市立中学校再編準備委員会条例の制定について
勝山市教育委員会教育長の任命について
勝山市議会委員会条例の一部改正について
シルバー人材センターに対する支援を求める意見書
中華人民共和国による人権侵害問題に対する意見書
ロシア連邦によるウクライナ軍事侵攻に断固抗議する決議

１５ 議会だより  かつやま ８３号（２０２２年４月）



　3月、平成元年に配置された梯子車の入れ替え
で、13ｍ屈折ブーム&バスケット付き多目的
消防ポンプ車（CD-2型）が設置されました。費用
は約8,750万円。
　この車には、火災現場で消火や救助をする
際に必要不可欠な資機材が収納されています。
屈折ブーム（高所作業用クレーン）の先には
バスケットがあり、それに乗った消防隊員は
ビル４階位の高さまで消火や救助が可能で、
最大作業半径約8.4ｍまで放水するができます。

新しい消防ポンプ車が
入りました！

《議会広報特別委員会》
　　委員長 下 道 惠 子　副委員長 松本聖司郎　 中 山 光 平　 冨士根信子　 久 保 幸 治

議会運営委員会､1月臨時会本会議､予算委員会､
全員協議会､総務文教厚生委員会
議会広報特別委員会
福井県後期高齢者医療広域連合議会
議会改革特別委員会
総務文教厚生委員会、全員協議会
本会議、全員協議会
本会議（代表・一般質問）、議会運営委員会
本会議（一般質問）、議会運営委員会、議会広報
特別委員会
予算委員会、総務文教厚生委員会、建設産業
委員会、全員協議会、本会議
総務文教厚生委員会
建設産業委員会
予算委員会
予算委員会

1月28日(金)

2月14日(月)
17日(木)
18日(金)
21日(月)

3月 1日(火)
8日(火)
9日(水)

10日(木)

11日(金)
14日(月)
15日(火)
16日(水)

17日(木)
18日(金)
20日(日)
22日(火)

24日(木)

28日(月)
29日(火)
30日(水)

4月 1日(金)
8日(金)

11日(月)
13日(水)
18日(月)

総務文教厚生委員会､建設産業委員会､予算委員会
予算委員会
成人式
議会改革特別委員会、議会運営委員会、総合計画
特別委員会、議会広報特別委員会
総務文教厚生委員会、建設産業委員会、議会運営
委員会、全員協議会、本会議
勝山・永平寺衛生管理組合議会
福井県後期高齢者医療広域連合議会
大野・勝山広域事務組合議会
野向町コミュニティセンター除幕式
春の交通安全県民運動
議会広報特別委員会
春季消防訓練
議会広報特別委員会

　令和4年度の予算も決まり、コロナ禍においても、新し
い勝山に向けて行政も頑張っています。広報委員会はそ
んな議会や行政の姿をより皆様にお届けすべく努力して
いきます。　　　　　　　　　　（ 久保　幸治 記 ）

　松山信裕議員（写真中）が正副議長を４年以上、
丸山忠男議員（同左）、下道惠子議員が在職10年以上
務められたことから、福井県市議会議長会より表彰
されました。

受賞おめでとうございます

車体に描かれた恐竜がとても頼もしく見え
ます。もしもの火災時には活躍してくれる
に違いありません。

６月定例会一般質問予定日
←
詳
細
は
こ
ち
ら 

6/13（月）・14（火）
両日とも 午前10時～

Facebook

№10かつやまピックアップ

議会中継動画


